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５月１７日（木） 神の知恵 マコ11：27～33

●内容観察

「何の権威によってこれらのことをしているのか」と尋ねた祭司長たちに対して、

イエス様は「ヨハネのバプテスマはどこから来たか答えよ」と逆に尋ねました。答え

なかった彼らに対して、イエス様も答えることをなさいませんでした。

●静聴と適用

〈示された罪〉27～28節：表面的には知的なやりとりに見えたとしても、動機

を誤ると罪になってしまいます。祭司長、律法学者、長老たちは、イエス様に対して

質問を投げかけましたが、その動機は、イエス様を罠にかけるという悪意に満ちたも

のでした。

適用…あなたがしていることの動機は何でしょうか。今、神様に自分の心を探ってい

ただき、動機も含めて、すべてを神様にゆだねましょう。

〈模範〉29～30節：イエス様は、罠にかけようとする質問に対して、イエスかノーで

直接答えるのではなく、質問者にヨハネのバプテスマの権威の根拠を逆に質問すると

いう知恵を用いられました。相手の土俵に乗るのではなく、自分の土俵に相手を乗せ

る質問をすることは、神の知恵です。

適用…現在行き詰まっている状況に対して、選択肢がないと思いこんではいませんか。

神様は別の道を準備されているかもしれません。今、自分の思い込みを取り去って、

みことばに向き合い、聖霊様に知恵を求めましょう。

〈避けるべき行動〉31～33節：祭司長、律法学者、長老たちは、イエス様からの質問

に対して、政治的な結果を考えて返事をしました。その質問が自分に向けられたもの

であると受け止め、ヨハネのバプテスマが天からの権威であると判断すれば、彼らの

人生も変わったことでしょう。

適用…主から向けられている質問を、自分に対するものであると真剣に受け止めまし

ょう。人の目を気にするのはやめて、素直に応答しましょう。

●今日のお祈り

神様、あなたとの交わりを真剣に受け止めます。あなたが語られることは私に向け

られたものであることを感謝します。そして、あなたから知恵をいただき、その知恵

に従って行動します。導いてください。

NOTE

これらの事（28節） 宮きよめの出来事を指す（15～18節）。

５月１８日（金） 見捨てられた石 マコ12：1～12

●内容観察

イエス様はたとえ話を使って、神様は収穫の分け前を受け取りにこられること、そ

して自分のあと取りを殺した者を滅ぼされることを語られました。

●静聴と適用

【御子】10～11節：自ら見捨てられた石となり、私たちのすべての礎いしずえ

となってくださったお方です。人々は、人としてこの世に来られたイエス様を迫害し、

十字架につけました。しかしこの捨てられたイエス様が信仰の土台となり、神の国を

つくる礎となられたのです。

適用…自分が見捨てられたと思ってさびしい思いをしてはいませんか。イエス様こそ、

その痛みを知られ、共にいてくださっています。あなたも今、神の国の一部として築

かれているところです。見捨てられた石となられたイエス様に、賛美をささげましょ

う。

〈避けるべき行動〉1～5節：ぶどう園を借りた農夫たちは、収穫を受け取りに来たし

もべたちを袋だたきにしたり、殺したりしました。こうして、至れり尽くせりにして

ぶどう園を貸した主人を敵視する態度を取ったのです。これはイスラエルの民のこと

を指しています。神様が彼らを約束の地に導き、すべての必要を満たしてくださった

のに、彼らは背きました。さらにそのことに対する悔い改めを促した預言者たちを迫

害し続け、とうとうイエス様を十字架につけるのです。

適用…神様が下さった救いや恵みをもう一度思い起こし、神様に感謝をささげましょ

う。神様や、神様が送ってくださった人々をないがしろにしていないでしょうか。「こ

れは自分たちの手柄だ」と思ったことも、実はすべて神様が背後で働いてくださって

いるのです。手遅れになる前に、神様の方へ向きを変えましょう。

●今日のお祈り

神様、私はあなたを私の救い主と信じています。どんな迫害に遭っても、どんな困

難や悲しみに遭っても、あなたを見上げます。あなたについていきます。心がくじけ

そうになる時には、どうぞ助けてください。

NOTE

ぶどう園（1節） イスラエルの象徴（参／イザ5：1～ 7）。

僕（2節） 旧約の預言者たちとバプテスマのヨハネ。

彼をつかまえて殺し、ぶどう園の外に投げ捨てた（8節） イエス様の受難と死を暗

示する。

家造りらの捨てた石が／隅のかしら石になった（10～11節） 詩篇118篇22～23節の

引用。ユダヤ人の指導者が「見捨てた石」イエス様こそ、新しいイスラエルの「礎の

石」となる。

５月１９日（土） 神のものは神に マコ12：13～17

●内容観察

イエス様は、税金を納める是非を問うて罠にかけようとした者たちに対して、「カ

イザルのものはカイザルに、神のものは神に返しなさい」と返事をしました。

●静聴と適用

【御子】15節：イエス様は、心の奥底にある意図を見抜かれるお方です。イエス

様は、パリサイ人たちの偽装をすぐに見抜いて「なぜ、わたしをためすのか」と言わ

れました。

適用…イエス様に対して、すべての心の中のわだかまりを取り去り、心を開いて主に

すべてを打ち明けましょう。

〈戒め〉13～14節：パリサイ人とヘロデ党の者数人は、イエス様に対して「あなたが

真実な方で、だれをもはばからない方だと存じています」とほめましたが、それは、

イエス様から不利な返答を引き出すための罠でした。人の耳に良い言葉は、必ずしも

良い意図によって語られたものではありません。

適用…甘い言葉に無防備に乗せられて、高慢にならないようにしましょう。その言葉

が真実の心から出ているかどうか、その言葉の奥に何かないか、聖霊に尋ねてみまし

ょう。

〈模範〉17節：国民としての義務を果たしましょう。イスラエルは当時ローマの

支配を受けていましたが、イエス様はローマにも税金を納めることを命じられ、神に

ささげる献金も怠らないようにと語られました。

適用…神の国のルールとこの世のルールの中で、葛藤を覚えることがあるでしょうか。

神の民として証しになるように、積極的にこの世での責任を果たしていきましょう。

●今日のお祈り

神様、今あなたの前に正直な自分で立ちます。いつもへりくだって歩めるように守

ってください。この世の働きも、積極的にかかわっていきます。

NOTE

カイザルに税金を納め（14 節） カイザルへの税金は、紀元6 年にユダヤ地方がロ

ーマ直轄地となってから課せられた。ユダヤ人は、占領者に服する納税を屈辱的にと

らえていた。熱心党を率いたガリラヤのユダが「ローマに貢を納めるな」と納税を拒

否し、反乱を起したこともあった。

納めるべきでしょうか、納めてはならないのでしょうか（14 節） カイザルに税金

を「納めるべき」と言えば，ユダヤ人の心はイエスから離れていく。「納めるべきで

ない」と答えれば、ローマに対する反逆となる。どちらを選択してもイエス様を陥れ

ることになる巧妙な質問。

５月２０日（日） 私の前におられる方 詩篇 16：1～11

●内容観察

自分の幸いは主ご自身であり、主は自分の譲りの地であるとダビデは告白していま

す。それゆえ、すべての生活の中心に主を置いています。

●静聴と適用

【御父】10～11節：私たちを苦しみの中に放ってはおかれず、いのちの道を示し、喜

びで満たしてくださるお方です。主を信じる者は迫害に遭ったり、サタンの攻撃にさ

らされることもあります。しかし、すべてを支配しておられる神様が共にいてくださ

るので、喜びに満たされた歩みをすることができるのです。

適用…苦しみに人生の焦点を合わせないで、そこから救い出してくださる神様に目を

向けましょう。

〈模範〉２，５節：ダビデの幸せは神様ご自身であり、神様が彼の譲りの地であると

確信しています。私たちは時折、神様以上に神様の下さる祝福や助けが重要だと勘違

いしてしまうことがあります。しかしダビデが求めているのは、いつも神様ご自身で

した。

適用…神様との人格的な関係を第一に求めていきましょう。神様が私たちと共にいる

時、祝福はその付録としてついてくるものです。自分の心がどこに向いているのかを

吟味してみましょう。

〈模範〉８節：ダビデはどのような時でも神様を自分の前に置いたと言っています。

主が彼の前におられ、守り導いてくださったので、揺るぐことがなかったと証しして

います。

適用…仕事や人間関係、その他どんな時でも、主の後に立ちましょう。自分が先走っ

て判断したり行動するなら、トラブルの元になりかねません。また、神様が進まれる

時に進まないなら、時を逃してしまうでしょう。主があなたの前におられるなら、主

はいつも折りにかなった助言を与えて、あなたを導いてくださるのです。

●今日のお祈り

神様、あなたを私の前に置きます。私の良き助言者、導き手として、すべての事柄

に働いて導いてくださいますように。

NOTE

血の灌祭（4節） 異教的な礼拝行為のことであると思われる。

主はわたしの嗣業（5節） イスラエル人に対する土地の分割（民26：53 以下）に際

し、レビ人は相続地を与えられず（同18：20 以下）、主ご自身が分け前であった。そ

のように、信仰者は地上的な分け前ではなく永遠の分け前を与えられているという意

味。

測りなわ（6節） 「測り綱」は土地の分割の測量に用いられるもの。主からの恵み

は間違いなく正確に分け与えられることを意味する。

主をわたしの前に置く（8節） 主人の前のしもべの描写で、服従を意味する。
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週報
母の日感謝礼拝

主よ、どうか、われらの繁栄を、ネゲブの川のように回復してください。（詩篇126：4）

（Home Page）http://www.jhcs2.org/kgc/ （E-mail）gracech@jhcs2.org

奏 楽 －－兄 《今月のみことば》
《礼拝順序》 わたしたちは、信仰を捨てて滅びる者ではなく、

招 詞 エペソ5：15～21 起 立 信仰に立って、いのちを得る者である。

頌 栄 新聖歌 ６０番 一 同 （ヘブル10：39）

交 読 文 交読文11番（詩篇３２） 一 同

使徒信条／主の祈り 一 同 《今週のみことば》
賛 美 新聖歌 ２０番 着 席

祈 祷 佐伯師 イエスは彼らの信仰を見て、中風の者に、
賛 美 新聖歌２７０番 一 同 「子よ、あなたの罪はゆるされた」と言われた。
聖書朗読 マルコ2：1～12 （マルコ2：5）
説 教 「罪を赦す権威」 佐伯師

賛 美 新聖歌４４７番 一 同

感謝祈祷 －－兄 一 同

頌 栄 新聖歌 ６３番 佐伯師

祝 祷

四国教区女性大会（今治ホテルアジュール）

《2012年標語》 《2012年の御言》 《2012年目標》
① デボーションの徹底（Netディボーション）

シオンの繁栄の回復 主よ、どうか、われらの繁栄を、ネゲブの川の （罪の悔い改め、救いの確信、聖霊充満）

①荒廃からの回復 ように回復してください。 ② 聖書通読、精読（最低1回は通読）

②霊的活力の回復 （詩篇126：4） ③ 経済的･精神的自立（会堂返済加速）

③収穫の喜びの回復 ⑤ 種まき伝道

越知キリスト教会
〒781－1301
高岡郡越知町甲1477-11
TEL 0889-26-0349
FAX 088-893-0222



《十年ビジョン目標》 《十年ビジョン御言》 《ビジョン》

神の約束の実現のために 見よ、わたしは新しい事をなす。やがてそれは起る、 新しいみわざの実現

①古きを捨て去る（悔い改め） あなたがたはそれを知らないのか。 ① 霊的革新

②約束の実現（救いの確信） わたしは荒野に道を設け、さばくに川を流れさせる。 ② 宣教の前進

③荒野の水砂漠に川を（御霊の充満） （イザヤ43：19 ） ③ 伊野に新会堂を

報 告

◇母の日の感謝礼拝を迎えました。私たちの肉親の母親や教会のお母さん方の祝福を

お祈りしましょう。

◇ブラジル宣教師の新谷聡一郎先生は、5月21日（月）の夕方より24日（木）の朝ま

で高知に滞在されます。滞在期間中の集会は、新谷先生が担当して下さり、ブラジル

宣教の報告をして下さいます。以下は集会の予定です。

22日（火）午後8時～ 伊野教会

23日（水）午前9時45分～ 越知祈祷会 昼食（久礼）

24日（木）午前8時40分～ 清和学園

◇15日（火）は、今治湯ノ浦温泉のホテルアジュールで四国教区婦人大会が開催され

ます。講師は教区長夫人の岡野紀子先生です。

◇Youth Jam 2012の受付が、始まりました。本大会は、8月14日（火）～17日（金）

に代々木国立オリンピックセンターで開催されます。対象としては、中学生から39歳

までの方々で、費用は3泊9食で16,000円、兄弟割として兄弟各人から1,000円引きとな

ます。また、交通費援助として9,000円を超えた額の援助があります。

◇教会よりYJ参加者（学生のみ）のための特別献金が始まりました。若い方々の救い

のための献金をよろしくお願いいたします。

礼拝説教要約

罪を赦す権威◎聖書箇所…マルコ2：1～12

「お母さん今僕は思っています 僕に故郷（ふるさと）なんかなくなってしまったんじゃないかと、そしてひとつ残っている故郷があるとすればお母さんそれはあなた自身です。

あなたは何から何まで故郷そのものです 今ここでこうして静かに目を閉じているとお母さんあなたの声が聞こえてくるんです おかあさんの声が聞こえてくるんです」。この言

葉は、歌手の武田鉄矢さんの「母に捧げるバラード」の語りの台詞です。この後、「今も聞こえるあのおふくろの声 僕に人生を教えてくれた優しいおふくろ」と歌が始まります。

「何ばしょうとかねこの子は…」と厳しく叱られながらも、最後は「輝く日本の星となって帰ってこい」と。武田イクさんの昭和の母の心意気を感じる言葉です。

故郷を離れて30年以上になる私にとっても、何となくダブって感じる母に対する思いです。厳しい言葉にも底知れぬ愛情を感じる母親の言葉には、神さまの赦しの愛にも通じる

何かがあるような気がします。あなたのお母さんはいかがでしたか。

さて、今日は運ばれてきた中風の者の癒やしの記事を通して、「罪の赦し」をテーマにして御言をお取り次ぎいたします。

１．持つべきものは友

イエスさまの伝道の本拠地であるカペナウムでの出来事です。巡回伝道の合間をこ

のカペナウムには、イエスさまの家があったわけではありませんが、イエスさまに好

意を寄せる家々に滞在されていた様子です。この箇所の舞台は、ペテロの家であった

だろうと言われています。イエスさまの教えと癒やしのみわざを聞いた多くの人たち

がカペナウムに集まって来ました。イエスさまの宿となったこの家は立錐の余地もな

いほど多くの人が集まっていたのです。

そこに連れられてきたのが、今日の主人公であります中風の男でした。中風とは脳

血管障害の後遺症（偏風）である半身不随、片まひ、言語障害、手足にしびれや麻痺

が現れる病です。ギリシャ語では パラルティコスです。パラは「片側」を意味し、

ルティコスは「弛緩した者」を意味します から、合わせて「体の片側が弛緩して、

半身不随になった者」というほどの意味になるで しょう。

この半身不随の人については、ただ「中風の者」とあるだけで、彼の人となりにつ

いてのそれ以上の説明はありません。彼に家族がいたのか、友人がいたのか、どんな

家に住んでいたのか、生活費はどうしていたのか、何も分りません。

彼は、ただ、イエスさまのところに運んで来られたのです。

「人々がひとりの中風の者を四人の人に運ばせて、イエスのところに連れてきた」（3）

と、ありますから中風の者には、少なくとも4人以上の協力者があったということで

す。「持つべきものは友」といわれますが、彼には彼を心配し、彼を気遣う者が周囲

にいたということです。武者小路実篤はこのような名言を残しました。

「よき友を持つものは、自分の方でもよき友になれるものでなければならない。自分

だけが得することは不可能である」（武者小路実篤人生論集４ 幸福の条件）

中風になり、体の自由が利かなくなったこの人には、彼を理解する良き友が多く存

在していたことを物語っています。彼は多くの友を得る、よき友となる人柄であった

のでしょう。

２．彼らの信仰

しかし、イエスさまの焦点は、彼を運ばせた人々と、運んできた4人の人に向けら

れます。人でいっぱいで家の中にいるイエスさまに近づくことができなかった彼らは、

建物の階段を上り、イエスさまのいる辺りの屋根をはがして穴を開け中風の者を床に

寝かせたまま吊り下ろしたと言いますから驚きです。

非常識極まりない彼らの行為を周囲の人々はどのように見ていたのでしょうか。当

時の建物は木材の張りの上に木の枝を渡し、むしろなどを敷いて、その上に土が盛ら

れて踏み固められていましたから、土埃舞い散る中で吊り下ろされて来る光景を見な

がら、ある者は驚き声を失い、ある者は怒りの叫びを上げていたかも知れません。

しかし、イエスさまの眼差しは、彼らの行為の裏にある彼らの信仰を見ておられま

した（5）。彼らとは、この中風の者を運んだ4人を含めた彼を運ばせた人々と中風の

者のことです。彼らの信仰とはどのような信仰だったのでしょうか。

彼らを運ばせた人々と中風の者を運んだ4人の信仰は、傷ついた者を放っておけな

い信仰です。彼らにはあきらめない信仰がありました。中風になったら終わりという

あきらめはなかったのです。私たちは困難が見えてしまうと意気消沈して、あきらめ

の境地に至ってしまう事しきりです。

しかし、彼らは病をも克服してくださるイエスさまに希望を託し、何としてでもイ

エスさまに癒やしていただきたいという思いから、このような行動に駆り立てられた

のでしょう。あなたには、彼らと同じようなイエスさまに対する期待がありますか。

人垣が邪魔をしてイエスさまを見ることができなかったザアカイの信仰にも通じるも

のがあります。ザアカイもまた人目もはばからず、いちじく桑の木に登りました。型

破りの行動であってもイエスさまはその人の内にある信仰を見られるのです。

３．罪の赦し

そして、イエスさまは、「子よ、あなたの罪はゆるされた」（5）と中風の者に言わ

れました。「あなたの病は癒やされた」ではなく、罪の赦しの宣言をされたのです。

イエスさまにとって病の癒やしが救いではなかったのです。罪の赦しこそがイエスさ

まが与えられた救いなのです。

その場に居合わせた数人の律法学者もこの状況を見つめていました。彼らは、イエ

スさまの眼差しとは異なります。彼らはイエスさまに対する怒りの眼差しです。「な

ぜあんなことを言うのか。それは神をけがすことだ。神ひとりのほかに、だれが罪を

ゆるすことができるか」（7）という裁きの心が彼らにはありました。彼らは、他の群

衆と同じようにイエスさまの所に来ていたのにもかかわらず、その思いは不純でした。

品定めするような眼差しがイエスさまに向けられていたのです。彼らの救いは律法に

沿った正しい生き方でありましたが、いつしか律法から外れる者を裁く法の番人のよ

うな人たちになっていました。律法の中心は、愛であり、救いであるはずなのに、裁

きが中心になっていたのです。

イエスさまは、そのような律法学者たちにも、病の癒やしよりももっと大切な魂の

救いのために、罪の赦しが大切である事を示されたのです。私たちも間違えてはなり

ません。聖書の言う救い、キリストが私たちに与えて下さった救いは罪の赦しである

ことを見失ってはなりません。イエスさまは「罪をゆるす権威をもって」（10）おら

れるお方です。

いつの間にか私たちも律法学者のようになって、罪の裁きに目を向けていくなら

ば、誰もが裁きの対象に終始してしまいます。罪の赦しの救いを見失ってはいけませ

ん。主は主を信頼し、期待する私たちにも「子よ、あなたの罪はゆるされた」（5）と

宣言をして下さいました。

そして、イエス様の「起きよ、床を取りあげて家に帰れ」（11）と言われる言葉に

従った中風の者は、「彼は起きあがり、すぐに床を取りあげて、みんなの前を出て行

った」（12）のでした。

罪の赦しの結果として、癒やしがもたらされたのです。論より証拠、「一同は大い

に驚き、神をあがめて、『こんな事は、まだ一度も見たことがない』と言った」ので

した。

すべての病の原因は罪という短絡的な短絡的思考は誤りでしょうが、罪の赦しが無

ければ救いはあり得ません。あなたのみ周りの方々の救いのため、罪の赦しのために、

床のままでも主の御前にお連れしましょう。主がその人を癒やし、許して下さる事に

期待しましょう。

聖書の光テキスト
●救いの約束空に出た虹●聖書箇所…創世記8：1～9：17 ●中心聖句…創世記６：8

①洪水の後、神はじっくりと時間をかけて回復の時を備えられました。

○何にしても回復のためには、しばらくの時間を必要とする場合があります。性急に

解決を求めたり、あせったりしていませんか。

②「箱船を出なさい」（8：16）との神のことばに従い箱船を出たノアはまず祭壇を築

いて燔祭を捧げました。

○あなたは、神のなされた御業にまず第一に感謝する事を忘れていませんか。

③「わたしはもはや二度と人のゆえに地をのろわない」（21）とノアの捧げた燔祭を

喜ばれました。

○罪のためにのろわれ、滅ぼされないために、捧げられた燔祭とは何でしょうか（ヘ

ブル9：14、10：8～14）。

④神がノアと息子たち、また子孫たちを祝福されました。

○彼らと交わされた契約はどのようなものだったでしょうか（9：1～17）。

聖書日課 ディボーションTV http://agapetv.jp/

５月１３日（日） 母の愛に訴える Ⅰ列3：16～28

●内容観察

解決が困難な裁判を、ソロモンは神の知恵によって見事に裁きます。人々は神の知

恵を見て、ソロモンを恐れるようになります。

●静聴と適用

【御子】26節：この母親の愛は、キリストの愛の姿を表しています。子どもを自分の

ものにしたい母親は、子どもが死んでも構わないと思いました。しかし本物の母親は、

子どもを生かすことを望み、相手の女性に与えることもいといませんでした。これこ

そ本物の愛です。イエス様も、ご自分のいのちをささげるほどに、私たちを愛してく

ださったのです。

適用…私たちの愛は、自己中心的な愛でしょうか。それとも相手を生かす愛でしょう

か。イエス様の愛を一つ実践しましょう。

〈模範〉27～28節：みことばは人の心のはかりごとを判別します（ヘブ4：12）。目撃

者も証拠もない難しい裁判でしたが、ソロモンが判断基準にしたのは、母の愛でした。

人の心をよく理解して裁いたソロモンの中に神の知恵を見た人々は、ソロモンを恐れ

るようになりました。

適用…聖書に精通して神の知恵をいただき、人の心を深く理解できるように求めまし

ょう。今日判断すべきことがあれば、まず神様とそのみことばに耳を

傾けましょう。

●今日のお祈り

主よ、人を本当に生かす道を選択できますように。直面している問題に、すばらし

い解決を与えてください。

５月１４日（月） 具体的に求めます！ マコ10：46～52

●内容観察

イエス様のうわさを聞いていたバルテマイという盲人が、大声でイエス様を呼びま

した。人々は彼を黙らせようとしましたが、イエス様は弟子たちに彼を呼んでくるよ

う命じ、彼に何を望んでいるかをお聞きになりました。

●静聴と適用

【御子】49 節：ご自分を求める者に目を留めてくださるお方です。目の見えない

バルテマイは、イエス様のあわれみを求めて叫び出しました。人々は彼を黙らせよう

としましたが、イエス様は彼の声に応えられました。主は、助けを求めて叫び求める

声を決して放っておかれません。

適用…神様はあなたの叫びを聞いてくださっています（参／詩120：1）。たとえ周り

の人たちに「無理だよ」「あきらめなよ」などと言われても、主の答えをいただける

まで神様に求め続けましょう。あきらめずに神様からの答えを待ちましょう。

【御子】52 節：いやし主なるお方です。そして、そのいやしは信仰があるところに

行われます。バルテマイのように、主にはいやす力があると心から信じているなら、

主は「信仰」という管を通って働かれます。

適用…いやしは瞬時に起こることもありますし、時間をかけて行われることもありま

す。忍耐が強いられますが、いやしを受け取る準備期間、ますます主との信頼関係が

築かれるように、また強い関係が結ばれるようになることを期待して祈り続けていき

ましょう。

〈模範〉51 節：イエス様は、バルテマイが求めていることが何かをご存じでしたが、

それでも「何をしてほしいのか」と聞かれました。イエス様は、彼の口から具体的な

願いを聞くことを願われたのです。

適用…主は一方通行ではない愛の交わり、具体的な祈りをいつも求めておられます。

自分の祈りを振り返り、具体的に伝えましょう。

●今日のお祈り

いやし主なるイエス様。私に今日、「何をしてほしいのか」と言われているのです

ね。主よ、私は「○○して」いただきたいです。そうしてくださることを信じて感謝

をいたします。

５月１５日（火） 忠実に従った弟子たち マコ11：1～11

●内容観察

イエス様がろばの子に乗ってエルサレムに入城された時、人々は「ホサナ。祝福あ

れ」と叫びました。

●静聴と適用

【御子】7節：ろばの子に乗って来られる、柔和でへりくだったお方です。イスラエ

ルはそれまで、外国の勝利の象徴である軍馬を求めていました。しかしイエス様はそ

のような人間の力によるのではなく、柔和とへりくだりによって、イスラエルを救わ

れたのです。

適用…権力や力によって現状を変えようとするのではなく、イエス様にならって柔和

によって、問題に対処しましょう。

【御子】11 節：イエス様はエルサレムに着くと、真っ先に宮に入られ、それからす

べてを見て回られました。エルサレムでまず優先されたのは宮でした。イエス様は、

まず神を礼拝することを優先されたのです。それがイエス様にとって力の源であり、

最も大切なことであったのです。

適用…祈り、賛美、ディボーションは、個人的な礼拝です。神様を礼拝することを生

活の優先にしましょう。また、ディボーションの中で、その日神様が願われている優

先事項を明確にしましょう。

〈模範〉1 ～ 6 節：イエス様は、村に行って、誰も乗ったことのないろばを引いて

くるようにと弟子たちに命じました。弟子たちは詳細なその命令を聞いて、命じられ

た通りにろばを連れてきました。人間的な思いでは不可能に思えるようなことでも、

しっかりと具体的な方法を求め、その通りに忠実に行うことによって、みこころが実

現するのです。

適用…みことばからいただくご命令に対して、具体的にどうすればよいかを求めまし

ょう。イエス様に信頼して、命じられた通りに行ってみましょう。

●今日のお祈り

神様、あなたが与えてくださったチャレンジを実現するための具体的な方法までも

教えてくださることを感謝します。今日、何を優先すべきかを具体的に教えてくださ

い。

NOTE

まだだれも乗ったことのないろばの子（2節） そのろばが聖なる用途に当てられる

ことを示す。

ろばの子をイエスのところに引いてきて、…イエスはその上にお乗りになった（7節）

エルサレムへの巡礼の旅の最後は、自分の足でたどるのが慣例であるが、イエスは

ろばの子に乗られた。このことによってイエス様は、ゼカリヤ書９章９節の成就を示

し、ご自身がメシヤとして入京することを明らかにされた。

ホサナ、主の御名によってきたる者に、祝福あれ。（9節） 人々は「ホサナ」、すな

わち「今、救ってください」と叫んだ（参／詩118：25）。続く「祝福あれ。主の御名

によって来られる方に」も詩篇118 篇26 節に由来する。

５月１６日（水） 実を結ぶ大切さ マコ11：12～25

●内容観察

イエス様はいちじくの木をのろわれ、宮の中で売り買いをしている人々を追い出し

ました。そして、神を信じ、祈った通りになると信じるならその通りになることを教

えられました。

●静聴と適用

〈戒め〉12 ～ 14，20 ～ 21 節：イエス様が、葉のほかは何もないいちじくをのろ

われると、その木は枯れました。これはイスラエルに与えられたはずの救いが、異邦

人に渡ることを示しています。実を結ぶ使命を持ったものが本来の使命を果たさない

時に、主はそれを取り上げることがあります。

適用…主から明確な導きを受けていながら、実践することをためらっていることはな

いでしょうか。今、主からの促しがあるならば、すぐに行いましょう。今日、どのよ

うな一歩を踏み出すことができるでしょうか。

〈避けるべき行動〉15 ～ 18 節：イエス様は宮の中で売り買いしている人々を追い

出し、「祈りの家を強盗の巣にした」と激しく叱責されました。礼拝の場や祈りの家

は聖別されるべきものです。また、私たち自身も神の宮ですから、聖別された祈りの

家となるべきところなのです。

適用…礼拝や祈り、神に対する奉仕を聖別するために、何ができますか。神の宮であ

る教会や自分を、神の住まわれる場所としてきれいにしましょう。罪を悔い改めて、

聖霊様をお迎えしましょう。

〈約束〉22 ～ 24 節：神を信じ、この山に向かって「動いて海に入れ」と言って、

心の中で疑わず、自分の言った通りになると信じるなら、その通りになります。信じ

ることと、信じたことを告白することとを通して、神の栄光が現れるのです。

適用…自分の信じていることや受けた約束をしっかりと書き留め、大胆に告白してい

きましょう。

●今日のお祈り

神様、あなたが私に実を結ばせるために、この地上に置いてくださっていることを

感謝します。あなたとの交わりを大切にします。あなたからいただいた約束を信じる

だけではなく、宣言していきます。

NOTE

いちじくの木（13節） イスラエルを象徴している（参／エレ8：13、ミカ7：1）。

葉の茂ったいちじくの木を遠くからごらんになって、その木に何かありはしないかと

近寄られた（13～14節） 村を出る時に見かけたいちじくの木は、前日にイエス様が

エルサレムに対して感じたことを見事に象徴している。「遠くに見えた」いちじくの

木は葉を茂らせ、「何かありはしないか」との期待感を抱かせるが、そばに近づくと、

実は1 つもついていない。それが、エルサレムの霊的実態であった。離れて見れば活

気があり、期待感を抱かせるが、近くに来てみると空虚な実態が明らかになる。イエ

スはいちじくの木をのろわれるが、それはエルサレムに臨もうとしている神の裁き（参

／13：2）の予告であった。


